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配
合
飼
料
の
目
安

6kg ――

5kg ――

4kg ――

3kg ――

2kg ――

肥育期間（月） 分娩前 １ヵ月目 ２ヵ月目 ３ヵ月目
肥育期間（週） －3 －2 －1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

飼
料
給
与
量

配
合
飼
料

牛いちばん 
オールインワン

肥育用
2kg 3kg 4kg 5kg 6kg（飽食）

兵庫和牛繁殖用 
オールインワン

繁殖用
3kg 2kg 1.5kg 1kg 0.5kg

粗
飼
料

良質乾草 4kg 2kg
稲わら 4kg 3kg 2kg 1.5kg

配
合
飼
料
の
目
安

6kg ――

5kg ――

4kg ――

3kg ――

2kg ――

1kg ――

肥育期間（月） 離乳 １ヵ月目 ２～3ヵ月目 4～6ヵ月目
肥育期間（週） 0 1 2 3 4 5～12 13～24

飼
料
給
与
量

配
合
飼
料

牛いちばん 
オールインワン

肥育用
2kg 3kg 4kg 5kg 6kg（飽食）

兵庫和牛繁殖用 
オールインワン

繁殖用
3～4kg 2kg 1kg

粗
飼
料

良質乾草 4kg
稲わら 4kg 2kg 1.5kg

「淡路和牛」経産肥育マニュアル

ＪＡ淡 路日の出・ＪＡあわじ島・淡 路 畜 連

分
娩

離
乳

出
荷
目
標

出
荷
目
標

早期離乳が好ましい

経産肥育牛
早期離乳・早期出荷型

（目標：分娩後3ヶ月で出荷）

離乳後肥育型
（目標：離乳後3～６ヶ月で出荷）

（令和元年12月）
分娩２週間前からエサを切り替えはじめ、早期離乳し、３ヶ月で出荷目標にする。

青 草 給 与 厳 禁

青 草 給 与 厳 禁

４ヶ月齢の授乳期を終えてから肥育をはじめる場合は、離乳後に徐々にエサを増やしていき、肥育３ヶ月～６ヶ月を出荷目標にする。

１ 切り替えは徐々に
徐々に繁殖用飼料から肥
育用飼料へ切り替えをす
ることで胃の負担を軽減
する。

２ 給餌は粗飼料から
粗飼料から給与するこ
とで、消化・吸収率を
上げ、胃の負担を軽減
させる。

３ 給与回数とエサよせ
１日２、３回に分けて行
うことで飼料摂取量は
増える。
給餌時以外にエサよせ
及びえさ盛りを行うこと
で飼料摂取量は増える。

４ 給与時刻
給与時刻は一定にする。
夏場は夜間・早朝の食い
込みが良くなるため涼しい
時間帯の給与量を増やす。

５ 餌の調整
経産牛の状態は様々な為、
観察し飼料を調整、粗飼
料の給与量は食べきれる
程度の量を目安とする。

６ 給餌・給水の注意事項
飲水が制限されると飼
料採食量が低下する
為、冬期の凍結、給水
器の汚れ、水圧に注意。
稲わらの代用にウィート
も可能。

１ 青草厳禁

２ 朝晩の観察で
　　不調の早期発見
繁殖用飼料から肥育用
飼料への切り替えや給
与量が多くなると体調
を崩しやすいのでよく
観察を。

３ 早期離乳
肥育飼料を与えての授
乳は子牛への栄養が
偏ってしまう為避ける。
子牛への授乳時期は肥
えにくい。

４ リラックスできる環境づくり
敷料をこまめに追加・交換し牛が
好んで横になれる環境をつくる。
飼槽は毎日、水槽は毎週１回清掃
し、常に清潔を保つ。
夏場の遮熱対策（日除・換気・送風）
をする。

５ 肥育期間
再肥育に時間を掛けるほど、肉質、
脂質の色の改善が期待できる。

６ 治療薬等の使用禁止期間
治療薬等を投与した場合、食肉に
できない期間が定められている場
合があるため注意。
治療の際は、獣医師に出荷予定時期
を告げ要相談。

７ 脂肪壊死に注意

エサの切替えは徐々に

6ヶ月以上は増体に
影響しにくい

食い止まり等がある
場合はすぐ出荷

給 餌 の や り 方

肥育開始 2～3ヶ月が勝負！

注意事項・管理



６５

を展開しており、お客様が安心して御購買を頂ける牛作りに邁進しています。また、淡路島
は近畿圏でも酪農が盛んな地域で、初生牛（スモール）の頭数も多く、交雑種（F1）が主体で、
数多くの定期市場を開催しております。
　日頃のご愛顧に心より感謝を申し上げ御礼にかえさせて頂きます。
　　令和２年



（淡路家畜市場）
令和元年度　市場取引成績　

種　別 開催日数 性別 頭　数 販　売　高 平均価格 最　高 最　低

和子牛 12

牝 1,775 1,509,574,860 850,465 1,573,000 40,700

去 2,595 2,292,897,240 883,583 1,372,680 16,200

計 4,370 3,802,472,100 870,131 1,573,000 16,200

スモール 24

牝 395 102,421,720 259,295 430,920 1,080

牡 576 116,828,000 202,826 486,000 1,080

計 971 219,249,720 225,798 486,000 1,080

枝　肉
（共励会・
 販売会）

5

牝 7 7,200,358 1,028,623 1,920,618 393,479

去 25 39,097,487 1,563,899 2,361,450 880,398

計 32 46,297,845 1,446,808 2,361,450 393,479

枝　肉
（経産牛） 5

牝 25 10,984,780 439,391 820,920 191,052

計 25 10,984,780 439,391 820,920 191,052

合　計 46 5,398 4,079,004,445 － － －

（平成31年4月～令和2年3月）
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和子牛価格の動き（平成20年～令和元年：淡路家畜市場）

908,251

（838,865）（865,466）（917,011）（1,052,356）（870,131）

804,727

910,210

855,699

939,755
962,477

1,132，075

883，583

850，465

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

753,609

R1

（単位：頭）

令和元年度　販路先明細
　　種別

県別　　

和子牛 乳スモール

牝 去勢 牝 牡

同 人 落 8 5 3 1

山 形 県 131

群 馬 県 2

三 重 県 417

滋 賀 県 95

和歌山県 56

兵 庫 県 1,070 2,575 110 148

鳥 取 県 26

徳 島 県 19 15 5 49

香 川 県 3 8

愛 媛 県 221 370

佐 賀 県 4

合　計 1,775 2,595 395 576

（平成31年4月～令和2年3月）
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和子牛頭数の動き（平成20年～令和元年：淡路家畜市場）

令和２年度　事業家畜市場開催計画（案）
種畜別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

和牛子牛

18日 18日 18日 18日 18日 18日 18日 18日 18日 18日 18日 18日
土 月 木 土 火 金 日 水 金 月 木 木
頭 頭

400 440 400 300 320 310 370 350 390 400 410 410 4,500

スモール

9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日 9日・25日
木　　土 土　　月 火　　木 木　　土 日　　火 水　　金 金　　日 月　　水 水　　金 土　　月 火　　木 火　　木

頭 頭
40　 40 30　 30 30　 30 25　 25 35　 35 50　 50 50　 50 50　 50 45　 45 40　 40 40　 40 40　 40

80 60 60 50 70 100 100 100 90 80 80 80 950

淡路ビーフ
枝肉共励会

16日 16日 26日
木 木 木

第248回
淡路ビーフ
10

第249回
淡路ビーフ
10

淡路ビーフ
グランプリ
2020
15

頭

35

経産牛
枝肉販売会

16日 11日 16日 1日 26日 4日
木 木 木 木 木 木

第11回
販売会
5

第12回
販売会
5

第13回
販売会
5

第14回
販売会
5

第15回
販売会
5

第16回
販売会
5

頭

30

合　計

頭 頭

495 500 465 365 390 410 475 470 480 480 490 495 5,515

＊和牛子牛市の入場頭数が600頭以上の時は、2日間開催の場合もあります。
備考：令和２年7月10日（金）　令和２年度淡路産和牛枝肉共励会（加古川）
　　　令和 3 年1月12日（火）　第37回淡路産和牛枝肉共励会（神戸）

（開催日数：実開催日数）



朝７：３０には全頭入場済です。よく下見のうえ購買予定牛をチェックして下さい。そのとき、
損徴、疾病には見落としのないよう、くれぐれも御注意下さい。

和子牛は兵庫県和牛振興協会の兵庫県但馬牛互助基金事業の基金造成のため、１頭あたり３００円
の互助基金積立徴収を行います。

10．
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229

832

4,878

2,359

7,237
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76

124

1,764

2,742

4,506

14

11

25

1,209

550

1,759

13,419 8,378

①和牛繁殖

農　協　名

淡路日の出農業協同組合

あわじ島農業協同組合

合　　計

飼育戸数（戸） 飼育頭数（頭）

②酪　　農

農　協　名

淡路日の出農業協同組合

あわじ島農業協同組合

合　　計

飼育戸数（戸） 飼育頭数（頭）

③肥育（和牛）

農　協　名

淡路日の出農業協同組合

あわじ島農業協同組合

合　　計

飼育戸数（戸） 飼育頭数（頭）

（令和2年2月現在）



平成26年　駐車場増設



和子牛市場成績
年　度 販売頭数 売　上　高 平　均
43 4,409 1,544,755,000 123,555
44 5,444 1,585,122,100 107,480
45 5,064 1,592,328,000 116,968
46 4,443 1,623,369,600 140,304
47 4,453 1,958,658,000 215,284
48 4,145 1,557,381,000 375,725
49 4,359 1,488,572,000 341,494
50 5,180 1,513,061,000 292,097
51 5,573 1,913,293,000 343,315
52 5,587 2,104,897,000 376,749
53 5,809 2,553,456,000 439,569
54 6,039 2,963,302,000 490,694
55 6,365 3,074,321,000 483,004
56 7,263 2,881,205,000 396,696
57 7,821 2,351,537,000 300,670
58 7,417 2,008,555,000 270,804
59 7,550 2,248,959,000 297,879
60 7,119 2,480,520,000 348,437
61 7,114 2,848,898,000 400,464
62 7,441 3,492,831,000 469,403
63 7,548 3,973,711,000 526,459

平成元年 7,758 4,347,187,500 560,349
2 7,942 4,626,615,200 582,550
3 8,173 4,723,691,240 577,963
4 8,782 4,375,184,710 498,199
5 8,947 3,903,250,920 436,264
6 9,149 3,871,340,490 423,144
7 9,163 3,730,970,030 407,178
8 8,935 3,669,014,500 410,634
9 8,727 3,451,810,950 395,532
10 8,242 3,145,437,750 381,635
11 7,966 3,111,327,450 390,576
12 7,506 3,045,264,600 405,711
13 7,040 2,469,107,550 350,726
14 6,964 3,114,491,100 447,227
15 6,624 3,079,211,100 464,857
16 6,498 3,014,490,150 463,910
17 6,335 2,929,574,550 462,443
18 6,253 3,138,189,600 501,869
19 6,137 3,300,970,050 537,880
20 6,145 3,111,140,550 506,288
21 6,112 2,873,762,850 470,184
22 6,093 2,725,668,750 447,344
23 5,932 2,425,605,000 408,902
24 5,624 2,359,028,700 419,457
25 5,402 2,752,306,200 509,498
26 5,104 3,472,093,080 680,269
27 4,917 4,124,701,440 838,865
28 4,748 4,109,234,760 865,466
29 4,643 4,257,681,840� 917,011
30 4,521 4,757,702,400 1,052,356

令和元年 4,370 3,802,472,100 870,131



少量（徐々に増量）

兵庫和牛子牛

青 春 時 代

適正出荷
をしよう

配
合
飼
料

粗
飼
料

衛
生
管
理

3ヶ月令を目途に、2週間かけてエサを切り替える自由採食（3ヶ月令で1～1.5kg）

淡路家畜保健衛生所（南あわじ市広田）
TEL.（0799）45-2411
淡路農業技術センター
TEL.（0799）42-4880

淡路基幹家畜診療所（洲本市安乎）
TEL.（0799）28-1650
三原診療所（南あわじ市榎列）
TEL.（0799）42-1037

北淡路農業改良普及センター
TEL.（0799）62-0671
南淡路農業改良普及センター
TEL.（0799）42-0649

管理上の注意

誕生直後の注意

・粗飼料は基準量以上
・配合飼料は基準量を
・給与履歴は正確に記入

発育指数：過肥にしない
発育指数はつぎの式により算定できます
発育指数＝体重÷体高×100
市場出荷時
の　目　安

牝……200～240
去勢…230～270

•生まれたらまず2時間以内に
初乳を飲ます。（500cc以上）
•母乳が不足している場合は代
用乳（粉ミルク）を補充しよう。

•スターター（人工乳）は生後14日
頃から3ヶ月令まで与える。
•親のエサを子牛が食べれないよ
うにする。

•離乳後は配合飼料を与えすぎ
ない。
•圧ペン麦は給与厳禁。

•市場が近づいても、配合
飼料は基準量で。

•ガス張り予防に出荷前日
は配合飼料を給与しない。

•子牛専用の部屋またはスペース
を確保し、直接お腹を冷やさな
いように清潔で十分な敷料また
はマットを！
•コクシジウム・線虫・条虫等の
寄生虫対策をしましょう。

•離乳は4ヶ月令、去勢は5ヶ月
を目途に実施し、去勢と離乳は
同じ時期に行わない。
•メスとオスを分けて飼育。
•ホグクリ、追縄にならし日光浴を。
•4,5ヶ月令で1度ツメ切りを。

•出荷にそなえ、ツメ切り・
ブラッシングを忘れずに。

•尿石予防に努めましょう。

•乾草より、スターターを優先する。
•生後7～ 10日頃から柔らかめ
の乾草を少しずつ食べさせる。
•粗飼料を細断する場合、子牛の
口幅より長くする。

•2種類以上の良質乾草（チモシー、オーツ
ヘイ、スーダン、野乾草等）を十分に給与
し、肋張りづくりをし、適正出荷をしよう。
（市場出荷が近づいてきたら粗飼料３kg以上
を給与）

めす子牛は240㎏、去勢子牛は270㎏を目標に適正出荷をしよう

定期的にビタミン・ミネラル投与、新鮮な水を忘れずに！!

（H29改訂版）



配
合
飼
料
量
の
目
安

（
青
春
時
代
）

（
兵
庫
和
牛
子
牛
用
）

4kg ――

―

3kg ――

―

2kg ――

月　令（ヶ月） 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

体　　　　重 220～240kg 310kg 400～410kg 410kg
体　高（目標値） 112㎝ 118㎝ 124㎝ 126㎝
給
与
例

配
合

兵庫和牛子牛用
青春時代 2.5～3kg 3kg 3～4kg

粗
飼
料 良質乾草 3～4kg 4kg

管理上の
注意事項

①発情チェック 
②13ヶ月令を目安に種付けをする。 
③種付け後2ヶ月以内に妊娠鑑定を受ける。 
④十分な運動・日光浴と調教をする。 
⑤18ヶ月令までに登録検査を受ける。 
⑥肥しすぎ・やせすぎに注意して配合飼料を加減する。

⑦2種類以上の良質粗飼料を十分に与える。 
⑧お産の準備 
　・分娩牛房の清掃と消毒 
　・分娩予定日の2週間前より1日量を夕方1回給餌で昼間にお産を！ 
⑨脂肪壊死対策（予防） 
　・ハトムギを1日1頭当たり50～100gを給与 

体
重
の
変
化

480kg ――

450kg ――

430kg ――

配
合
飼
料
量
の
目
安

4kg ――

3kg ――

2kg ――

1.5kg ――

1kg ――

時　期（ヶ月） 3 2 1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
分娩前 授乳期 維持期

給
与
例

大きい牛450kg以上
配
合

兵庫和牛 
オールインワン 2kg 2.5kg 3kg 3～4kg 2kg

粗
飼
料

良質乾草 4kg 4kg 4kg
稲わら 4kg 4kg 4kg

普通の牛430～450kg
配
合

兵庫和牛 
オールインワン 1.5kg 2kg 2.5kg 3～4kg 1.5kg

粗
飼
料

良質乾草 4kg 4kg 4kg
稲 わ ら 3kg 3kg 3kg

小さい牛430kg以下
配
合

兵庫和牛 
オールインワン 1kg 1.5kg 2kg 3～4kg 1kg

粗
飼
料

良質乾草 3kg 3kg 3kg
稲 わ ら 3kg 3kg 3kg

繁
殖
上
で
の
注
意
事
項

妊娠末期 
（分娩予定日の2ヶ月前から分娩まで）

授乳期 
（分娩後から子牛が離乳するまで）

維持期 
（離乳後から次の分娩予定日2ヶ月前まで）

①胎児の急速な発育に合わせて配合飼料を増給する。
②肥しすぎ・やせすぎは分娩後の種付けがうまくいか

ないので注意する。
③ビタミン剤の給与
④分娩牛房の清掃と消毒をする。
⑤分娩時の事故を防ぐため必ず立ち会う。
⑥分娩予定日の2週間前より1日量を夕方1回給餌で

昼間にお産を!

①良質な乳を出すためとよい発情がくるように配合
飼料を増飼（3～4kg/日）する。

②増飼は、母乳量に応じて給与量を増減する。
③分娩後10日頃から毎日外へ出し発情に注意し、

80日までに種付けを完了する。
④種付後2ヶ月以内に妊娠鑑定を必ずうけ、妊否

を確認する。
⑤分娩後40日で発情のないもの、2回以上種付け

で不妊の牛は獣医師の診療を受ける。
⑥離乳は、7日前から濃厚飼料を減らす。

①2種類以上の良質粗飼料を主体に給与し、配合飼料の
給与量を減量し、体型を整える。

②離乳後、体重が落ち込んでいる牛については、1ヶ月
間くらい配合飼料を2～3kg/日にし、体型を戻す。

③初産牛、2産牛は、発育のための栄養も考慮して、配
合飼料の給与量を増やす。（2～2.5kg/日）

日
常
管
理
の
注
意
事
項

①牛異常産病予防接種は必ず受けましょう。
②分娩前に下痢・呼吸器病ワクチン接種を行う。
③少なくとも1日1回は、運動・日光浴をさせる。
④食塩・カルシウムは毎日給与する。
⑤青草不足の冬場はビタミンを補給する。
⑥カビが発生した配合飼料や粗飼料は、母子とも給与しない。
　不注意で給与した時はカビ毒吸着材を給与する。
⑦つめ切りを1年2回は行う。

⑧新ワラは収穫後3ヶ月以上、保管したものを給与する。
⑨肝てつ駆虫は、分娩後1ヶ月と決めて、年1回は必ずしましょう。
⑩夏場の暑熱対策（日除・換気・送風）をしましょう。
⑪繁殖記録の記帳をしましょう。
⑫牛舎内は、毎日除糞し、飼料・資材等を整理整頓し、清潔に保ちましょう。
⑬病気を持ち込まない、持ち出さないために、牛舎出入口に踏込消毒槽を設置しましょう。
　長靴や作業服はできるかぎり牛舎で履き替え、着替えましょう。

種付け 鑑定 分娩登録

種付2ヶ月前から
増飼を！！

子牛用 繁殖用

「淡路和牛」１年１産飼養管理マニュアル

ＪＡ淡 路日の出・ＪＡあわじ島・淡 路 畜 連

分
娩

分
娩

種
付

鑑
定

離
乳

回復期

牛の回復度合い
によって配合と
乾草の給与量を
加減しましょう。

初乳を充分に

離乳は7日前から
濃厚飼料を減らす

2産までの牛と連産牛は、
配合飼料を2～2.5kg給与

繁 殖 牛

雌育成牛

（令和元年5月改訂）
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配
合
飼
料
の
目
安

6kg ――

5kg ――

4kg ――

3kg ――

2kg ――

肥育期間（月） 分娩前 １ヵ月目 ２ヵ月目 ３ヵ月目
肥育期間（週） －3 －2 －1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

飼
料
給
与
量

配
合
飼
料

牛いちばん 
オールインワン

肥育用
2kg 3kg 4kg 5kg 6kg（飽食）

兵庫和牛繁殖用 
オールインワン

繁殖用
3kg 2kg 1.5kg 1kg 0.5kg

粗
飼
料

良質乾草 4kg 2kg
稲わら 4kg 3kg 2kg 1.5kg

配
合
飼
料
の
目
安

6kg ――

5kg ――

4kg ――

3kg ――

2kg ――

1kg ――

肥育期間（月） 離乳 １ヵ月目 ２～3ヵ月目 4～6ヵ月目
肥育期間（週） 0 1 2 3 4 5～12 13～24

飼
料
給
与
量

配
合
飼
料

牛いちばん 
オールインワン

肥育用
2kg 3kg 4kg 5kg 6kg（飽食）

兵庫和牛繁殖用 
オールインワン

繁殖用
3～4kg 2kg 1kg

粗
飼
料

良質乾草 4kg
稲わら 4kg 2kg 1.5kg

「淡路和牛」経産肥育マニュアル

ＪＡ淡 路日の出・ＪＡあわじ島・淡 路 畜 連

分
娩

離
乳

出
荷
目
標

出
荷
目
標

早期離乳が好ましい

経産肥育牛
早期離乳・早期出荷型

（目標：分娩後3ヶ月で出荷）

離乳後肥育型
（目標：離乳後3～６ヶ月で出荷）

（令和元年12月）
分娩２週間前からエサを切り替えはじめ、早期離乳し、３ヶ月で出荷目標にする。

青 草 給 与 厳 禁

青 草 給 与 厳 禁

４ヶ月齢の授乳期を終えてから肥育をはじめる場合は、離乳後に徐々にエサを増やしていき、肥育３ヶ月～６ヶ月を出荷目標にする。

１ 切り替えは徐々に
徐々に繁殖用飼料から肥
育用飼料へ切り替えをす
ることで胃の負担を軽減
する。

２ 給餌は粗飼料から
粗飼料から給与するこ
とで、消化・吸収率を
上げ、胃の負担を軽減
させる。

３ 給与回数とエサよせ
１日２、３回に分けて行
うことで飼料摂取量は
増える。
給餌時以外にエサよせ
及びえさ盛りを行うこと
で飼料摂取量は増える。

４ 給与時刻
給与時刻は一定にする。
夏場は夜間・早朝の食い
込みが良くなるため涼しい
時間帯の給与量を増やす。

５ 餌の調整
経産牛の状態は様々な為、
観察し飼料を調整、粗飼
料の給与量は食べきれる
程度の量を目安とする。

６ 給餌・給水の注意事項
飲水が制限されると飼
料採食量が低下する
為、冬期の凍結、給水
器の汚れ、水圧に注意。
稲わらの代用にウィート
も可能。

１ 青草厳禁

２ 朝晩の観察で
　　不調の早期発見
繁殖用飼料から肥育用
飼料への切り替えや給
与量が多くなると体調
を崩しやすいのでよく
観察を。

３ 早期離乳
肥育飼料を与えての授
乳は子牛への栄養が
偏ってしまう為避ける。
子牛への授乳時期は肥
えにくい。

４ リラックスできる環境づくり
敷料をこまめに追加・交換し牛が
好んで横になれる環境をつくる。
飼槽は毎日、水槽は毎週１回清掃
し、常に清潔を保つ。
夏場の遮熱対策（日除・換気・送風）
をする。

５ 肥育期間
再肥育に時間を掛けるほど、肉質、
脂質の色の改善が期待できる。

６ 治療薬等の使用禁止期間
治療薬等を投与した場合、食肉に
できない期間が定められている場
合があるため注意。
治療の際は、獣医師に出荷予定時期
を告げ要相談。

７ 脂肪壊死に注意

エサの切替えは徐々に

6ヶ月以上は増体に
影響しにくい

食い止まり等がある
場合はすぐ出荷

給 餌 の や り 方

肥育開始 2～3ヶ月が勝負！

注意事項・管理



毎月開催
和 牛
乳 牛
（スモール）
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